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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　デバイスに、
　　セルによってサービスを受ける無線セルラネットワークの指定のカバレッジ領域内で
、指定の周波数帯内で動作させ、
　　前記デバイスが前記指定の周波数帯内でのスタンドアローン動作をサポートする能力
を有するか否かを示す情報を前記セルに対して提供させ、
　　前記指定のカバレッジ領域内で動作し、かつ対応するページングメッセージを受信す
るように目標化されている複数のデバイスへ、前記セルによって少なくとも前記情報に基
づいてセル固有のページングウィンドウ内に送信される複数のページングメッセージを、
前記セル固有のページングウィンドウの間に監視させ、
　　前記デバイスに対して意図された個別のページングメッセージが前記複数のページン
グメッセージに含まれていないことが前記監視によって示される場合に、スリープモード
に入らせ、
　　前記デバイスに対して意図された前記個別のページングメッセージが前記複数のペー
ジングメッセージに含まれていることが前記監視によって示される場合に、前記デバイス
に対して意図された前記個別のページングメッセージを処理させる、
　ように構成されたプロセッサを備える、装置。
【請求項２】
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　前記デバイスが、前記指定の周波数帯内でのスタンドアローン動作をサポートしていな
いということを前記セルに対して示す前記情報に応じて、前記セル固有のページングウィ
ンドウ内に前記セルによって送信される前記複数のページングメッセージが、前記デバイ
スを目標とするページングメッセージを含まない、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記プロセッサが、更に前記デバイスに、
　前記デバイスに対して意図されたページングメッセージが、所定の送信サイクル内に前
記セルによって送信されないことを示すインジケーションを、前記セルから受信させ、
　前記インジケーションを前記セルから受信したことに応じて、前記スリープモードに入
らせる、ように構成されている、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記プロセッサが、更に前記デバイスに、
　　空のページングメッセージと、
　　特定のダウンリンク制御情報と、
　のうちの１つを通して、前記インジケーションを受信させるように構成されている、請
求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記プロセッサが、更に前記デバイスに、
　前記セルが所定の送信サイクル内にページングメッセージの送信を停止したことを示す
ページング終了（ＥＯＰ）メッセージを、前記セルから受信させ、
　前記ＥＯＰメッセージを受信したことに応じて前記スリープモードに入らせる、ように
構成されている、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記プロセッサが、更に前記デバイスに、
　ランダムな時間値を取得させ、
　前記ランダムな時間値に基づいてタイマーを開始させ、
　前記タイマーの終了時にランダムアクセスチャネル手順を開始させる、ように構成され
ている、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記プロセッサが、更に前記デバイスに、
　　前記セル固有のページングウィンドウの終わりと、
　　前記デバイスに対して意図された前記個別のページングメッセージが前記複数のペー
ジングメッセージに含まれることが前記監視によって示される場合に、前記デバイスに対
して意図された前記個別のページングメッセージを受信した後と、
　のうちのどちらかの後に、前記タイマーを開始させるように構成されている、請求項６
に記載の装置。
【請求項８】
　デバイスであって、
　セルによってサービスを受ける無線セルラネットワークの指定のカバレッジ領域内で、
指定の周波数帯内で、指定の無線アクセス技術に従って前記デバイスの無線セルラ通信を
促進するように構成された無線回路機構と、
　前記無線回路機構に通信可能に連結されたプロセッサとを備え、前記プロセッサが、前
記デバイスに、
　　前記デバイスが前記指定の周波数帯内でのスタンドアローン動作をサポートする能力
を有するか否かを示す情報を前記セルに対して提供させ、
　　前記指定のカバレッジ領域内で動作し、かつ対応するページングメッセージを受信す
るように目標化されている複数のデバイスへ、前記セルによって少なくとも前記情報に基
づいてセル固有のページングウィンドウ内に送信される複数のページングメッセージを、
前記セル固有のページングウィンドウの間に監視させ、
　　前記デバイスに対して意図された個別のページングメッセージが前記複数のページン
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グメッセージに含まれていないことが前記監視によって示される場合に、スリープモード
に入らせ、
　　前記デバイスに対して意図された前記個別のページングメッセージが前記複数のペー
ジングメッセージに含まれていることが前記監視によって示される場合に、前記デバイス
に対して意図された前記個別のページングメッセージを処理させる、
　ように構成されている、デバイス。
【請求項９】
　前記デバイスが、前記指定の周波数帯内でスタンドアローン動作をサポートしていない
ということを前記セルに対して示す前記情報に応じて、前記セル固有のページングウィン
ドウ内に前記セルによって送信される前記複数のページングメッセージが、前記デバイス
を目標とするページングメッセージを含まない、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記プロセッサが、更に前記デバイスに、
　前記デバイスに対して意図されたページングメッセージが、所定の送信サイクル内に前
記セルによって送信されないことを示すインジケーションを、前記セルから受信させ、
　前記インジケーションを前記セルから受信したことに応じて、前記スリープモードに入
らせる、ように構成されている、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記プロセッサが、更に前記デバイスに、
　　空のページングメッセージと、
　　特定のダウンリンク制御情報と、
　のうちの１つを通して、前記インジケーションを受信させるように構成されている、請
求項１０に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記プロセッサが、更に前記デバイスに、
　前記セルが所定の送信サイクル内にページングメッセージの送信を停止したことを示す
ページング終了（ＥＯＰ）メッセージを、前記セルから受信させ、
　前記ＥＯＰメッセージを受信したことに応じて前記スリープモードに入らせる、ように
構成されている、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記プロセッサが、更に前記デバイスに、
　ランダムな時間値を取得させ、
　前記ランダムな時間値に基づいてタイマーを開始させ、
　前記タイマーの終了時にランダムアクセスチャネル手順を開始させる、ように構成され
ている、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記プロセッサが、更に前記デバイスに、
　　前記セル固有のページングウィンドウの終わりと、
　　前記デバイスに対して意図された前記個別のページングメッセージが前記複数のペー
ジングメッセージに含まれることが前記監視によって示される場合に、前記デバイスに対
して意図された前記個別のページングメッセージを受信した後と、
　のうちのどちらかの後に、前記タイマーを開始させるように構成されている、請求項１
３に記載のデバイス。
【請求項１５】
　デバイスに、
　　セルによってサービスを受ける無線セルラネットワークの指定のカバレッジ領域内で
、指定の周波数帯内で動作させ、
　　前記デバイスが前記指定の周波数帯内でのスタンドアローン動作をサポートする能力
を有するか否かを示す情報を前記セルに対して提供させ、
　　前記指定のカバレッジ領域内で動作し、かつ対応するページングメッセージを受信す
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るように目標化されている複数のデバイスへ、前記セルによって少なくとも前記情報に基
づいてセル固有のページングウィンドウ内に送信される複数のページングメッセージを、
前記セル固有のページングウィンドウの間に監視させ、
　　前記デバイスに対して意図された個別のページングメッセージが前記複数のページン
グメッセージに含まれていないことが前記監視によって示される場合に、スリープモード
に入らせ、
　　前記デバイスに対して意図された前記個別のページングメッセージが前記複数のペー
ジングメッセージに含まれていることが前記監視によって示される場合に、前記デバイス
に対して意図された前記個別のページングメッセージを処理させる、
　ようにプロセッサによって実行可能な命令を含むプログラム。
【請求項１６】
　前記デバイスが前記指定の周波数帯内でのスタンドアローン動作をサポートしていない
ということを前記セルに対して示す前記情報に応じて、前記セル固有のページングウィン
ドウ内に、前記セルによって送信される前記複数のページングメッセージが、前記デバイ
スを目標とするページングメッセージを含まない、請求項１５に記載のプログラム。
【請求項１７】
　前記命令が、前記デバイスに、
　前記デバイスに対して意図されたページングメッセージが、所定の送信サイクル内に前
記セルによって送信されないことを示すインジケーションを、前記セルから受信させ、
　前記インジケーションを前記セルから受信したことに応じて、前記スリープモードに入
らせるように前記プロセッサによって実行可能な、請求項１５に記載のプログラム。
【請求項１８】
　前記命令が、前記デバイスに、
　　空のページングメッセージと、
　　特定のダウンリンク制御情報と、
　のうちの１つを通して、前記インジケーションを受信させるように前記プロセッサによ
って実行可能な、請求項１７に記載のプログラム。
【請求項１９】
　前記命令が、前記デバイスに、
　前記セルが、所定の送信サイクル内でページングメッセージの送信を停止したことを示
すページング終了（ＥＯＰ）メッセージを、前記セルから受信させ、
　前記ＥＯＰメッセージを受信したことに応じて前記スリープモードに入らせるように前
記プロセッサによって実行可能な、請求項１５に記載のプログラム。
【請求項２０】
　前記命令が、前記デバイスに、
　ランダムな時間値を取得させ、
　　前記セル固有のページングウィンドウの終わりと、
　　前記デバイスに対して意図された前記個別のページングメッセージが前記複数のペー
ジングメッセージに含まれることが前記監視によって示される場合に、前記デバイスに対
して意図された前記個別のページングメッセージを受信した後と、
　のうちのどちらかの後に、前記ランダムな時間値に基づいてタイマーを開始させ、
　前記タイマーの終了時にランダムアクセスチャネル手順を開始させる、ように前記プロ
セッサによって実行可能な、請求項１５に記載のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は無線通信に関し、より具体的には、Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ免許不要帯（ＮＲ－Ｕ
）における、デバイス能力に基づくスタンドアローンページングサポートを提供すること
に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　無線通信システムの利用が急速に広がっている。近年、スマートフォンやタブレットコ
ンピュータなどの無線デバイスは益々洗練されてきている。現在、多くのモバイルデバイ
ス（すなわち、ユーザ機器デバイス、又はＵＥ）は、電話への対応に加え、インターネッ
ト、電子メール、テキストメッセージング、及び全地球測位システム（ＧＰＳ）を用いた
ナビゲーションへのアクセスを提供し、これらの機能を利用する洗練されたアプリケーシ
ョンを動作させることができる。加えて、数多くの異なる無線通信技術及び標準規格が存
在する。無線通信規格のいくつかの例には、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ（ＷＣＤＭＡ、ＴＤＳ－Ｃ
ＤＭＡ）、ＬＴＥ、ＬＴＥ　Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）、ＨＳＰＡ、３ＧＰＰ２　
ＣＤＭＡ２０００（例えば、１ｘＲＴＴ、１ｘＥＶ－ＤＯ、ＨＲＰＤ、ｅＨＲＰＤ）、Ｉ
ＥＥＥ　８０２．１１（ＷＬＡＮ又はＷｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ　８０２．１６（ＷｉＭＡ
Ｘ）、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）などが挙げられる。現在の国際移動体通信アドバ
ンスト（ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）規格を越える次世代の電気通信規格は、第５世代モ
バイルネットワーク又は第５世代無線システムと呼ばれ、３ＧＰＰ　ＮＲと称される（５
Ｇ　Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏを表す５Ｇ－ＮＲとしても知られ、また、単にＮＲとも称される
）。ＮＲは、現在のＬＴＥ規格に比べて、より密度の高いモバイルブロードバンドユーザ
に対応するより高い容量を提供し、更に、超高信頼性で大量のデバイス間マシン通信、並
びに低レイテンシー及び低バッテリ消費をサポートする。
【０００３】
　無線通信デバイスに導入される絶えず増えつつある特徴及び機能はまた、無線通信と無
線通信デバイスの両方を改善する継続的な必要性を生んでいる。特に、ユーザ機器（ＵＥ
）デバイスを介して、例えば無線セルラ通信で使用されるセルラ電話、基地局、及び中継
局などの無線デバイスを介して送信及び受信された信号の精度を確保することが重要であ
る。ＵＥは、携帯電話若しくはスマートフォン、携帯型ゲームデバイス、ラップトップ、
ウェアラブルデバイス、ＰＤＡ、タブレット、携帯型インターネットデバイス、音楽プレ
イヤ、データ記憶デバイス、又は他のハンドヘルドデバイスであってもよく、一般に、例
えば、バッテリなどの携帯型電源によって給電される。無線デバイスのバッテリ寿命を改
善するために、無線通信の実行に必要な電力消費を低減するだけでなく、無線通信リソー
スの効率的な使用を達成し、それによってシステム効率を高めるための努力が行われてい
る。しかしながら、例えば、ＮＲ及び／又はＮＲ免許不要帯域（ＮＲ－Ｕ）の配備のため
の機能性を追加するなど、ＵＥの機能性を高めることによって、システム及びデバイス動
作に著しい影響が及ぼされる可能性がある。従って、ＵＥに対して、ＮＲ及び／又はＮＲ
－Ｕ配備のための適切なサポートを提供することが望ましい。
【０００４】
　従来技術に関連するその他の対応する問題は、本明細書に記載されるとおりに開示され
た実施形態と比較した後に、当業者には明らかとなるであろう。
【発明の概要】
【０００５】
　本明細書において、とりわけ、例えば無線通信デバイスなどの様々なデバイスでの、新
規なページング機構及び手順の実施形態が提示される。新規なページング機構は、とりわ
け、Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ（ＮＲ）及び／又はＮＲ免許不要帯域（ＮＲ－Ｕ）ネットワーク
内でのそうしたデバイスの配備及び使用のサポートを提供し得る。本明細書では、無線通
信システム内で互いに通信する、無線通信デバイス（ＵＥ）及び／又は基地局、並びにア
クセスポイント（ＡＰ）を含む無線通信システムのための実施形態が更に提示される。
【０００６】
　いくつかの実施形態では、例えば無線通信デバイス（ＵＥ）などのデバイスは、指定の
周波数帯内（例えば、免許不要帯（ＮＲ－Ｕ）内）で、かつ、あるセル（例えば、そのセ
ルに関連する基地局、ｇＮＢ）のサービスを受ける無線セルラネットワークの指定のカバ
レッジ領域内で、例えばＮＲ（又はＮＲ－５Ｇ）などの指定の無線アクセス技術に従って
動作してもよい。デバイスは、セル固有のページングウィンドウ内でセルによって送信さ
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れたページングメッセージを、セル固有のページングウィンドウの間に、監視してもよい
。セルは、ページングメッセージを受信するように目標化されている（又は、向けられて
いる）カバレッジ領域内で動作している全てのデバイスに、ページングメッセージを、セ
ル固有のページングウィンドウの間に送信してもよい。換言すれば、セルは、ページング
メッセージを受信するように意図され、セルの指定のカバレッジ領域内で動作している全
てのデバイスに、ページングメッセージを、セル固有のページングウィンドウの間に送信
してもよい。デバイスは、監視が、ページングメッセージがデバイス向けのそれぞれのペ
ージングメッセージに含まれていないことが示される場合には、スリープモードに入って
もよい。監視が、ページングメッセージがデバイス向けのそれぞれのページングメッセー
ジに含まれていることが示される場合には、デバイスは、そのデバイスに対して意図され
たページングメッセージを処理してもよい。いくつかの実施形態では、デバイスは、その
デバイスが、指定の周波数帯内でのスタンドアローン動作をサポートする能力を有するか
否かを、例えばセルにアタッチするときなどのセルとの早期の通信の間、及び／又は、例
えばネットワーク問い合わせに応答するなどの後の時点で、セルに示してもよい。例えば
、デバイスは、セル（又はネットワーク）に、そのデバイスがスタンドアローンＮＲ－Ｕ
動作をサポートする能力を有するか否か示してもよい。デバイスが、そのようなスタンド
アローン動作をサポートしないことが示された場合には、セルは、例えばセル固有のペー
ジングウィンドウの間にセルによって送信されるページングメッセージなどの、セルによ
って送信されるページングメッセージに、そのデバイスを目標とする（又はそのデバイス
に対して意図された）ページングメッセージを含めなくてもよい。このようにして、セル
は、不必要又は無用なページングメッセージを送信せず、それにより、システムリソース
の使用効率を更に改善する。
【０００７】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、そのデバイスのためのページングメッセージが
セルによって送信されないというインジケーションを、例えばＤＲＸサイクル内などの所
与の送信サイクル内に、セルから更に受信してもよい。次いで、デバイスは、そのインジ
ケーションをセルから受信したことに応じて、アイドル状態に入ってもよい。デバイスは
、このインジケーションを、空のページングメッセージ及び／又は特定のダウンリンク制
御情報を介して受信してもよい。デバイスはまた、所与の送信サイクル内（例えばＤＲＸ
サイクル内など）に、セルがページングメッセージの送信を停止したことを示すページン
グ終了（ＥＯＰ）メッセージを、セルから受信してもよく、デバイスは、ＥＯＰメッセー
ジの受信に応じてアイドル状態に入ってもよい。
【０００８】
　ページングメッセージは、セル固有のページングウィンドウの間にセルによって複数の
デバイスに送信されてもよいので、同じ期間中にページングメッセージを受信する複数の
デバイスが存在することがあり、例えばＤＲＸサイクルなどの所与の送信サイクル内に２
つ以上のデバイスがページングメッセージを受信した場合には、ランダムアクセス衝突の
時機が増加することがある。このようなランダムアクセス衝突を減少させ、かつ／又は排
除するために、デバイスは、ランダムな時間値を取得し、そのランダムな時間値に基づい
てタイマーを開始してもよく、また、タイマーが終了するまでランダムアクセスチャネル
（a random access channel、ＲＡＣＨ）手順を開始しなくてもよい。すなわち、デバイ
スは、タイマーを開始し、取得したランダムな時間値によって定まる指定の長さの期間が
経過するまで、ＲＡＣＨ手順の開始を待機してもよい。デバイスは、セル固有のページン
グウィンドウが終了した後、又はそのデバイスに対して意図されたページングメッセージ
を受信した後に、タイマーを開始してもよい（ページングメッセージの監視は、そのよう
なページングメッセージの存在を示すであろう）。
【０００９】
　本明細書に記載された技術は、基地局、アクセスポイント、セルラ電話、ポータブルメ
ディアプレイヤ、タブレットコンピュータ、ウェアラブルデバイス、及び様々な他のコン
ピューティングデバイスを含むがこれらに限られない、複数の異なるタイプのデバイス内
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に実施され、及び／又はそれらデバイスと共に用いられてもよいことに留意されたい。
【００１０】
　本概要は、本明細書に記載されている主題の一部についての概要を提供することを意図
している。従って、上述の特徴は単なる例であり、本明細書に記載される主題の範囲又は
趣旨を決して狭めるように解釈すべきではないことが理解されよう。本明細書に記載され
た主題の他の特徴、態様、及び利点は、以下の詳細な説明、図面及び特許請求の範囲から
明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】いくつかの実施形態による、例示的（そして簡略化された）無線通信システムを
示す。
【００１２】
【図２】いくつかの実施形態による、例示的無線ユーザ機器（ＵＥ）デバイスと通信する
例示的基地局を示す。
【００１３】
【図３】いくつかの実施形態による、例示的ＵＥのブロック図を示す。
【００１４】
【図４】いくつかの実施形態による、例示的基地局のブロック図を示す。
【００１５】
【図５】いくつかの実施形態による、デバイスのＮＲ－Ｕサポート能力のインジケーショ
ンを含むページングメッセージの、ＡＭＦからの送信を示す信号タイミング図である。
【００１６】
【図６】いくつかの実施形態による、デバイスのＮＲ－Ｕサポート能力のインジケーショ
ンの、ＵＥからＡＭＦへのネットワークノードを介した送信を示す信号タイミング図であ
る。
【００１７】
【図７】いくつかの実施形態による、ＵＥのＩＤ及びデバイスのＮＲ－Ｕサポート能力の
インジケーションを含むＲＡＮページングメッセージの、アンカーネットワークノードか
らの送信を示す信号タイミング図である。
【００１８】
【図８】いくつかの実施形態による、セル／周波数リストを含むＲＡＮページングメッセ
ージの、アンカーネットワークノードからの送信を示す信号タイミング図である。
【００１９】
【図９】いくつかの実施形態による、デバイスのＮＲ－Ｕサポート能力のインジケーショ
ンの、ＵＥからアンカーネットワークノードへの送信を示す信号タイミング図である。
【００２０】
【図１０】利用可能なリソースブロックにわたるページングフレームの分布を示す図であ
る。
【００２１】
【図１１】ネットワークノードの観点からの、可能性のあるページング時機を示す図であ
る。
【００２２】
【図１２】ネットワークノードの観点からの、可能性のあるページング時機、及び自律ア
ップリンクスケジューリングビットマスクの割り当てに対するその影響を示す図である。
【００２３】
【図１３】ネットワークノードの観点からの、可能性のあるページング時機、及びアップ
リンク連続マルチサブフレーム送信に対するその影響を示す図である。
【００２４】
【図１４】サブフレームベース及びウィンドウベースのページングサイクルをそれぞれ示
す図である。
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【００２５】
【図１５】いくつかの実施形態による、デバイス固有のページングウィンドウ及びセル固
有のページングウィンドウをそれぞれ示す図である。
【００２６】
【図１６】いくつかの実施形態による、ＴＴＩ内で１つのＴＢを使用して、セル固有のペ
ージングウィンドウの間にページングメッセージを送信するためのページングフォーマッ
トを示す図である。
【００２７】
【図１７】いくつかの実施形態による、ＴＴＩ内で複数のＴＢを使用して、セル固有のペ
ージングウィンドウの間にページングメッセージを送信するためのページングフォーマッ
トを示す図である。　本明細書で説明される特徴は、様々な修正形態及び代替形態を許容
するが、その特定の実施形態を図面において例として示し、ここで詳細に説明する。しか
し、図面及びそれらに対する詳細な説明は、開示されている特定の形態に限定することを
意図するものではなく、逆に、その意図は、添付の「特許請求の範囲」によって定義され
るような本主題の趣旨及び範囲内に収まる、全ての修正、均等物、及び代替物を包含する
ことである点を理解されたい。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　略称
　様々な略称が本出願を通して使用される。本出願を通じて出現し得る最も顕著に使用さ
れる頭字語の定義を以下に示す。
　●ＡＭＦ：アクセス・移動管理機能
　●ＡＭＲ：適応的マルチレート
　●ＡＰ：アクセスポイント
　●ＡＰＮ：アクセスポイント名
　●ＡＰＲ：アプリケーションプロセッサ
　●ＡＵＬ：自律アップリンク送信（単数又は複数）
　●ＢＳ：基地局
　●ＢＳＲ：バッファサイズレポート
　●ＢＳＳＩＤ：基本サービスセット識別子
　●ＣＢＲＳ：市民ブロードバンド無線サービス
　●ＣＢＳＤ：市民ブロードバンド無線サービスデバイス
　●ＣＣＡ：クリアチャネルアセスメント
　●ＣＭＲ：チェンジモードリクエスト
　●ＣＳ：回線交換
　●ＤＣＩ：ダウンリンク制御情報
　●ＤＬ：（ＢＳからＵＥへの）ダウンリンク
　●ＤＳＤＳ：デュアルＳＩＭデュアルスタンバイ
　●ＤＹＮ：動的
　●ＥＤＣＦ：拡張分散調整機能
　●ＦＤＤ：周波数分割複信
　●ＦＯ：１次状態
　●ＦＴ：フレームタイプ
　●ＧＡＡ：一般認可アクセス
　●ＧＰＲＳ：汎用パケット無線サービス
　●ＧＳＭ：汎欧州デジタル移動体通信方式
　●ＧＴＰ：ＧＰＲＳトンネリングプロトコル
　●ＩＭＳ：インターネットプロトコルマルチメディアサブシステム
　●ＩＭＳＩ：国際移動電話加入者識別番号
　●ＩＰ：インターネットプロトコル
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　●ＩＲ：初期化及びリフレッシュ状態
　●ＫＰＩ：主要能力評価指標
　●ＬＡＮ：ローカルエリアネットワーク
　●ＬＢＴ：リッスンビフォアトーク
　●ＬＱＭ：リンク品質メトリック
　●ＬＴＥ：ロングタームエボリューション
　●ＭＮＯ：移動体通信事業者
　●ＮＡＳ：非アクセス層
　●ＮＢ：ナローバンド
　●ＮＧ－ＲＡＮ：次世代無線アクセスネットワーク
　●ＮＲ：Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ
　●ＮＲ－Ｕ：Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ免許不要帯域
　●ＯＯＳ：同期外れ
　●ＰＡＬ：優先アクセスライセンス
　●ＰＤＣＰ：パケットデータ収束プロトコル
　●ＰＤＮ：パケットデータネットワーク
　●ＰＤＵ：プロトコルデータユニット
　●ＰＧＷ：ＰＤＮゲートウェイ
　●ＰＬＭＮ：公衆陸上移動体ネットワーク
　●ＰＳＤ：パワースペクトル密度
　●ＰＳＳ：１次同期信号
　●ＰＴ：ペイロードタイプ
　●ＱＢＳＳ：サービス拡張基本サービスセットの品質
　●ＱＩ：品質指標
　●ＲＡＮ：無線アクセスネットワーク
　●ＲＡＴ：無線アクセス技術
　●ＲＦ：無線周波数
　●ＲＮＡ：ＲＡＮベース通知エリア
　●ＲＮＴＩ：無線ネットワーク一時識別子
　●ＲＯＨＣ：ロバストヘッダ圧縮
　●ＲＴＰ：リアルタイムトランスポートプロトコル
　●ＲＴＴ：ラウンドトリップ時間
　●ＲＸ：受信／受信する
　●ＳＡＳ：帯域割り当てサーバ
　●ＳＩＤ：システム識別番号
　●ＳＩＭ：加入者識別モジュール
　●ＳＧＷ：サービングゲートウェイ
　●ＳＭＢ：中小企業
　●ＳＳＳ：２次同期信号
　●ＴＢＳ：トランスポートブロックサイズ
　●ＴＣＰ：トランスミッションコントロールプロトコル
　●ＴＤＤ：時分割複信
　●ＴＸ：送信／送信する
　●ＵＥ：ユーザ機器
　●ＵＬ：（ＵＥからＢＳへの）アップリンク
　●ＵＭＴＳ：ユニバーサル移動体通信システム
　●ＵＳＩＭ：ＵＭＴＳ加入者識別モジュール
　●ＷＢ：ワイドバンド
　●Ｗｉ－Ｆｉ：米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１標準に基づく、無線ローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）のＲＡＴ
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　●ＷＬＡＮ：無線ＬＡＮ
　用語
　以下は本明細書で出現し得る用語集である。
【００２９】
　メモリ媒体－任意の各種タイプのメモリデバイス又は記憶デバイス用語「記憶媒体」は
、インストール媒体、例えば、ＣＤ－ＲＯＭ、フロッピーディスク又はテープデバイス、
ＤＲＡＭ、ＤＤＲ　ＲＡＭ、ＳＲＡＭ、ＥＤＯ　ＲＡＭ、Ｒａｍｂｕｓ　ＲＡＭなどの、
コンピュータシステムメモリ又はランダムアクセスメモリ、フラッシュ、磁気媒体、例え
ばハードドライブ、又は光記憶装置などの、不揮発性メモリ、レジスタ、又は他の同様の
タイプの記憶要素などを含むことが意図されている。この記憶媒体は、他のタイプのメモ
リ、並びにそれらの組み合わせも含み得る。加えて、記憶媒体は、プログラムが実行され
る第１のコンピュータシステムに位置してもよく、又はインターネットなどのネットワー
クを通じて第１のコンピュータシステムに接続する、第２の異なるコンピュータシステム
に位置してもよい。後者の場合には、第２のコンピュータシステムは、第１のコンピュー
タシステムに、実行するためのプログラム命令を提供することができる。用語「記憶媒体
」は、異なる位置、例えば、ネットワークを通じて接続された異なるコンピュータシステ
ムに存在することができる２つ以上の記憶媒体を含んでもよい。
【００３０】
　キャリア媒体－上述のような記憶媒体、並びにバス、ネットワークなどの物理的伝送媒
体、及び／又は電気信号、電磁信号、若しくはデジタル信号などの信号を伝送する他の物
理的伝送媒体。
【００３１】
　コンピュータシステム（又はコンピュータ）－パーソナルコンピュータシステム（ＰＣ
）、メインフレームコンピュータシステム、ワークステーション、ネットワーク機器、イ
ンターネット機器、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、テレビシステム、グリ
ッドコンピューティングシステム、若しくは他のデバイス又はデバイスの組み合わせを含
む、任意の各種タイプのコンピューティングシステム又は処理システム。一般に、用語「
コンピュータシステム」は、メモリ媒体からの命令を実行する少なくとも１つのプロセッ
サを有する任意のデバイス（又はデバイスの組み合わせ）を包含するように広く定義され
てもよい。
【００３２】
　ユーザ機器（ＵＥ）（又は「ＵＥデバイス」）－無線通信を行う任意の各種タイプのコ
ンピュータシステムデバイス。無線通信デバイスとも呼ばれ、その多くはモバイル及び／
又は携帯可能である。ＵＥデバイスの例は、携帯電話又はスマートフォン（例えばｉＰｈ
ｏｎｅ（商標）、Ａｎｄｒｏｉｄ（商標）ベースの電話）、ｉＰａｄ（商標）、Ｓａｍｓ
ｕｎｇ　Ｇａｌａｘｙ（商標）等のタブレットコンピュータ、ゲーミングデバイス（例え
ば、ＳＯＮＹ　ＰｌａｙＳｔａｔｉｏｎ（商標）、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｘｂｏｘ（商標
）等）、ポータブルゲーミングデバイス（例えば、Ｎｉｎｔｅｎｄｏ　ＤＳ（商標）、Ｐ
ｌａｙＳｔａｔｉｏｎ　Ｐｏｒｔａｂｌｅ（商標）、Ｇａｍｅｂｏｙ　Ａｄｖａｎｃｅ（
商標）、ｉＰｏｄ（商標））、ラップトップ、ウェアラブルデバイス（例えばＡｐｐｌｅ
　Ｗａｔｃｈ（商標）、Ｇｏｏｇｌｅ　Ｇｌａｓｓ（商標））、ＰＤＡ、ポータブルイン
ターネットデバイス、音楽プレイヤ、データ記憶デバイス、又は他のハンドヘルドデバイ
ス等を含む。様々な他のタイプのデバイスが、それらがＷｉ－Ｆｉ又はセルラとＷｉ－Ｆ
ｉの両方の通信機能、例えばＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（商標）等の短距離無線アクセス技術（
ＳＲＡＴ）を介した他の無線通信機能、を含むならば、このカテゴリに入るだろう。一般
に、用語「ＵＥ」又は「ＵＥデバイス」は、無線通信が可能であり、かつ可搬／モバイル
でもあり得る、任意の電子、コンピューティング、及び／又は電気通信デバイス（又はデ
バイスの組み合わせ）を包含するように広範に定義されてもよい。
【００３３】
　基地局（ＢＳ）－用語「基地局」は、その通常の意味の全てを有し、少なくとも、固定
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位置に設置され、無線電話システム又は無線システムの一部として通信するために使用さ
れる無線通信局を含む。
【００３４】
　処理要素－デバイス、例えばユーザ機器デバイスにおいて又はセルラネットワークデバ
イスにおいて、１つ以上の機能を実行することができ、及び／又は、ユーザ機器デバイス
又はセルラネットワークデバイスに１つ以上の機能を実行させる、様々な要素又は要素の
組み合わせを指す。処理要素は、例えば、プロセッサ及び関連するメモリ、個別のプロセ
ッサコアの一部又は回路、プロセッサコア全体、プロセッサアレイ、ＡＳＩＣ（特定用途
向け集積回路）などの回路、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）などの
プログラム可能なハードウェア要素、並びに上述のものの任意の様々な組み合わせを含ん
でもよい。
【００３５】
　無線デバイス（又は無線通信デバイス）－ＷＬＡＮ通信、ＳＲＡＴ通信、Ｗｉ－Ｆｉ通
信等を使用して無線通信を実行する各種タイプのコンピュータシステムデバイスのいずれ
か。本明細書で使用するとき、用語「無線デバイス」は、上で定義されたようなＵＥデバ
イス、若しくは据置型無線クライアント又は無線基地局などの据置型デバイスを指しても
よい。例えば、無線デバイスは、アクセスポイント（ＡＰ）又はクライアント局（ＵＥ）
などの、８０２．１１システムの任意のタイプの無線局、若しくは例えば基地局又はセル
ラ電話などの、セルラ無線アクセス技術（例えば、ＬＴＥ、ＣＤＭＡ、ＧＳＭ）に従って
通信する、セルラ通信システムの任意のタイプの無線局とすることができる。
【００３６】
　Ｗｉ－Ｆｉ－用語「Ｗｉ－Ｆｉ」は、その通常の意味の全範囲を有するものであり、無
線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）アクセスポイントによってサービスが提供され、これらのアクセス
ポイントを通じてインターネットへの接続性を提供する、無線通信ネットワーク又はＲＡ
Ｔを少なくとも含む。最新のＷｉ－Ｆｉネットワーク（又は、ＷＬＡＮネットワーク）は
、ＩＥＥＥ８０２．１１標準規格に基づくものであり、「Ｗｉ－Ｆｉ」という名称で市場
に出ている。Ｗｉ－Ｆｉ（ＷＬＡＮ）ネットワークは、セルラネットワークとは異なるも
のである。
【００３７】
　自動的に－ユーザ入力が、アクション又は動作を直接指定若しくは実行することなく、
コンピュータシステム（例えば、コンピュータシステムによって実行されるソフトウェア
）又はデバイス（例えば、回路機構、プログラム可能ハードウェア要素、ＡＳＩＣなど）
によって、それらのアクション又は動作が実行されることを指す。従って、用語「自動的
」は、ユーザが入力を提供して操作を直接実行するような、ユーザによって手動で実行さ
れ又は指定される操作とは対照的である。自動手順は、ユーザが提供する入力によって開
始されてもよいが、「自動的に」実行される後続のアクションは、ユーザによって指定さ
れるものではなく、すなわち、実行するべき各アクションをユーザが指定する「手動」で
は実行されない。例えば、ユーザが、各フィールドを選択し、情報を明示する入力を提供
することによって（例えば、情報のタイピング、チェックボックスの選択、ラジオボタン
の選択などによって）、電子フォームに記入することは、コンピュータシステムが、ユー
ザアクションに応じて、フォームを更新しなければならない場合であっても、手動でフォ
ームに記入することである。フォームは、コンピュータシステムによって自動的に記入さ
れてもよく、この場合、コンピュータシステム（例えば、コンピュータシステム上で実行
されるソフトウェア）は、そのフィールドに対する回答を指定するユーザ入力を何ら使用
することなく、そのフォームのフィールドを分析して、フォームに記入する。上述のよう
に、ユーザは、フォームの自動記入を呼び出すことができるが、フォームの実際の記入に
は関与しない（例えば、ユーザがフィールドに対する回答を手動で指定することはなく、
むしろ、それらは自動的に完了される）。本明細書は、ユーザが取った動作に応じて自動
的に実行される様々な動作の例を提供する。
【００３８】



(12) JP 6854354 B2 2021.4.7

10

20

30

40

50

　ステーション（ＳＴＡ）－ここでの用語「ステーション」は、例えば、８０２．１１プ
ロトコルを用いて、無線で通信する能力を有する任意のデバイスを指す。ステーションは
、ラップトップ、デスクトップＰＣ、ＰＤＡ、アクセスポイント又はＷｉ－Ｆｉ電話、若
しくはＵＥと類似の任意のタイプのデバイスであってもよい。ＳＴＡは、固定型、モバイ
ル型、可搬、又は着用可能であってもよい。無線ネットワークの用語では、一般的に、ス
テーション（ＳＴＡ）は、無線通信機能を有する任意のデバイスを広く含み、従ってステ
ーション（ＳＴＡ）、無線クライアント（ＵＥ）、ノード（ＢＳ）という用語は、多くの
場合、互いに交換可能に用いられる。
【００３９】
　構成されている－様々な要素が、タスクを実行する「ように構成されている」と説明さ
れ得る。そのような文脈において「構成されている」は、動作中のタスクを実行する「構
造を有する」ことを一般的に意味する広範な説明である。このように、要素は、タスクを
現在実行していない場合であっても、そのタスクを実行するように構成することができる
（例えば、電気導体のセットは、２つのモジュールが接続されていなくても、モジュール
を別のモジュールへ電気的に接続するように構成されていてもよい）。いくつかの文脈に
おいて、「構成されている」は、動作中のタスクを実行する「回路を有する」ことを一般
的に意味する広範な説明であってもよい。このように、要素は、現在オンでなくても、そ
のタスクを実行するように構成することができる。一般に、「構成されている」に対応す
る構造を形成する回路は、ハードウェア回路を含んでもよい。
【００４０】
　本明細書の記載では、便宜上、様々な要素がタスクを実行するように説明され得る。そ
のような説明は、語句「構成されている」を含むように解釈されるべきである。１つ以上
のタスクを実行するように構成されている要素の説明は、米国特許法１１２条第６パラグ
ラフのその要素についての解釈を引き起こさないことが、明確に意図されている。
　図１及び図２－例示的通信システム
【００４１】
　図１は、いくつかの実施形態による、例示的（そして簡略化された）無線通信システム
を示す。図１のシステムは、可能なシステムの単なる一例であり、実施形態は、要望に応
じて、各種システム内のいずれかにおいて実施されてもよいことに留意されたい。
【００４２】
　図示のとおり、例示的な無線通信システムは、送信媒体を通じて１つ以上のユーザデバ
イス１０６Ａ～１０６Ｎと通信する基地局１０２を含む。本明細書では、ユーザデバイス
の各々を「ユーザ機器」（ＵＥ）又はＵＥデバイスと呼ぶことがある。従って、ユーザデ
バイス１０６は、ＵＥ又はＵＥデバイスと呼ばれる。様々なＵＥデバイスのひとつひとつ
が、本明細書に開示される様々な実施形態によるスタンドアローンＮＲ－Ｕ動作のための
ページング手順を実施するように動作してもよい。
【００４３】
　基地局１０２は、無線基地局（ＢＴＳ）又はセル基地局であってもよく、ＵＥ１０６Ａ
～１０６Ｎとの無線通信を可能にするハードウェアを含んでもよい。また基地局１０２は
、ネットワーク１００（例えば、様々な可能性のうち、セルラサービスプロバイダのコア
ネットワーク、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）などの遠隔通信ネットワーク、及び／又はイ
ンターネット）と通信するために装備されていてもよい。従って、基地局１０２は、ユー
ザデバイス間の、及び／又はユーザデバイスとネットワーク１００間との間の通信を促進
してもよい。基地局の通信エリア（又はカバレッジ領域）は「セル」と呼ばれ得る。「セ
ル」はまた、所与の周波数における所与のカバレッジ領域に対して論理的識別を指し得る
ことにも留意すべきである。一般に、任意の独立したセルラ無線カバレッジ領域は「セル
」と呼ばれ得る。そのような場合、基地局は３つのセルの特定の合流点に位置してもよい
。基地局は、この均一なトポロジにおいて、セルとして参照される１２０度のビーム幅の
３つのエリアをサービスすることができる。また、キャリアアグリゲーションの場合、小
セル、リレー等は各々がセルを表してもよい。従って、特にキャリアアグリゲーションに
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おいて、少なくとも部分的にオーバーラップするカバレッジ領域を異なるそれぞれの周波
数でサービスし得るプライマリセル及びセカンダリセルがあり得る。例えば、基地局は、
任意の数のセルを提供することができ、基地局によってサービスされるセルは、併置され
ていてもいなくてもよい（例えば、リモートラジオヘッド）。また本明細書で使用する場
合、ＵＥの観点から、基地局は、ＵＥのアップリンク及びダウンリンク通信に関する限り
、ネットワークを表すと考えられる場合がある。従って、ネットワーク内の１つ以上の基
地局と通信するＵＥは、ネットワークと通信するＵＥと解釈されてもよい。
【００４４】
　基地局１０２及びユーザデバイスは、無線通信技術とも呼ばれる様々な無線アクセス技
術（ＲＡＴ）、又はＧＳＭ、ＵＭＴＳ（ＷＣＤＭＡ）、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅ
ｄ（ＬＴＥ－Ａ）、ＬＡＡ／ＬＴＥ－Ｕ、５Ｇ－ＮＲ（略してＮＲ）、３ＧＰＰ２　ＣＤ
ＭＡ２０００（例えば１ｘＲＴＴ、１ｘＥＶ－ＤＯ、ＨＲＰＤ、ｅＨＲＰＤ）、Ｗｉ－Ｆ
ｉ、ＷｉＭＡＸ等の遠隔通信規格のいずれかを用いる伝送媒体上で通信するように構成さ
れていてもよい。いくつかの実施形態では、基地局１０２は、本明細書に記載されるとお
りのスタンドアローンＮＲ－Ｕ動作のためのページング手順を実施する能力を有する少な
くとも１つのＵＥと通信する。所与の適用例又は特定の考慮事項に応じて、便宜上、様々
な異なるＲＡＴのいくつかを、全体的な定義特性に従って機能的にグループ化してもよい
。例えば、全てのセルラＲＡＴを、第１の（形式／タイプの）ＲＡＴを表すと集合的に考
えてもよく、他方でＷｉ－Ｆｉ通信を、第２のＲＡＴを表すと考えてもよい。他の場合に
は、個々のセルラＲＡＴを異なるＲＡＴとして個別に考えてもよい。例えば、セルラ通信
とＷｉ－Ｆｉ通信を区別する場合は、「第１のＲＡＴ」は考慮される全てのセルラＲＡＴ
を集合的に指し、「第２のＲＡＴ」はＷｉ－Ｆｉを指してもよい。同様に、該当する場合
には、異なる形態のＷｉ－Ｆｉ通信（例えば、２．４ＧＨｚ超と５ＧＨｚ超）を、異なる
ＲＡＴに対応すると考えてもよい。更に、所与のＲＡＴ（例えば、ＬＴＥ又はＮＲ）に従
って実行されるセルラ通信は、それらの通信が行われる周波数帯域に基づいて、互いに区
別されてもよい。例えば、ＬＴＥ及び／又はＮＲ通信は、主たる要免許帯域並びに免許不
要帯域上で実行されてもよい。全体として、様々な用語及び表現の使用法は、考慮中の様
々な適用例／実施形態に関して、かつその文脈内で常に明確に示されるであろう。
【００４５】
　前述したように、ＵＥ１０６は、複数の無線通信規格を使用して通信することができて
もよい。例えば、ＵＥ１０６は、３ＧＰＰのセルラ通信規格（ＬＴＥ又はＮＲなど）と、
３ＧＰＰ２セルラ通信規格（ＣＤＭＡ２０００ファミリのセルラ通信規格の中のセルラ通
信規格など）のいずれか又は全てを用いて通信するように構成されていることもある。従
って、基地局１０２と同一の又は異なるセルラ通信標準に従って動作する同様の他の基地
局は、１つ以上のセルラ通信標準を介して広範な地理的エリアにわたって連続した又は、
ほぼ連続したオーバーラップするサービスをＵＥ１０６及び同様のデバイスに提供し得る
、１つ以上のセルのネットワークとして提供され得る。
【００４６】
　ＵＥ１０６は、更に、又は代替的に、ＷＬＡＮ、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（商標）、ＢＬＵ
ＥＴＯＯＴＨ（商標）Ｌｏｗ－Ｅｎｅｒｇｙ、１つ以上のグローバルナビゲーション衛星
システム（例えばＧＰＳ又はＧＬＯＮＡＳＳなどのＧＮＳＳ）、１つ以上の移動体テレビ
放送規格（例えばＡＴＳＣ－Ｍ／Ｈ又はＤＶＢ－Ｈ）などを用いて通信するように構成さ
れていることもある。無線通信規格の他の組み合わせ（３つ以上の無線通信規格を含む）
も考え得る。
【００４７】
　図２は、いくつかの実施形態による、基地局１０２と通信する例示的なユーザ機器１０
６（例えば、デバイス１０６－１～１０６－Ｎのうちの１つ）を示す。ＵＥ１０６は、携
帯電話、ハンドヘルドデバイス、コンピュータ又はタブレット、若しくは実質的に任意の
タイプの無線デバイスなどの、無線ネットワーク接続性を有するデバイスであってもよい
。ＵＥ１０６は、メモリに記憶されたプログラム命令を実行するように構成されているプ
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ロセッサを含んでもよい。ＵＥ１０６は、そのような記憶された命令を実行することによ
り、本明細書に記載された方法の実施形態のいずれかを実行してもよい。代替として又は
加えて、ＵＥ１０６は、本明細書に記載された方法の実施形態のいずれか、又は本明細書
に記載された方法の実施形態のいずれかの内の、いずれかの部分を実行するように構成さ
れたＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）などのプログラム可能なハード
ウェアを含んでもよい。ＵＥ１０６は、複数の無線通信プロトコルのいずれかを用いて通
信するように構成されていてもよい。例えば、ＵＥ１０６は、ＣＤＭＡ２０００、ＬＴＥ
、ＬＴＥ－Ａ、ＮＲ、ＷＬＡＮ、又はＧＮＳＳのうちの２つ以上を用いて通信するように
構成されていてもよい。無線通信標準の他の組み合わせも可能である。
【００４８】
　ＵＥ１０６は、１つ以上のＲＡＴ標準に従う無線通信プロトコルの１つ以上を用いて通
信するための１つ以上のアンテナを含んでもよい。いくつかの実施形態では、ＵＥ１０６
は、複数の無線通信標準間で、受信チェーン及び／又は送信チェーンの１つ以上の部分を
共用してもよい。共用される無線機は、無線通信を実行するための、単一のアンテナを含
んでもよいし、（例えばＭＩＭＯ用の）複数のアンテナを含んでもよい。代替として、Ｕ
Ｅ１０６は、ＵＥ１０６が通信するように構成された無線通信プロトコル毎に、別個の送
信チェーン及び／又は受信チェーン（例えば別個のアンテナ及び他の無線機構成要素を含
む）を含んでもよい。別の代替として、ＵＥ１０６は、複数の無線通信プロトコル間で共
用される１つ以上の無線機、及び単一の無線通信プロトコルによって排他的に使用される
１つ以上の無線機を含んでもよい。例えば、ＵＥ１０６は、ＬＴＥ、ＣＤＭＡ２０００　
１ｘＲＴＴ、又はＮＲのいずれかを用いて通信するための共用無線機と、Ｗｉ－Ｆｉ及び
ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（商標）の各々を用いて通信するための個別の無線機とを含んでもよ
い。他の構成も可能である。
　図３－例示的なＵＥのブロック図
【００４９】
　図３は、いくつかの実施形態による、例示的なＵＥ１０６のブロック図を示す。図示す
るように、ＵＥ１０６は、様々な目的用の部分を含んでもよい、システムオンチップ（Ｓ
ＯＣ）３００を含んでもよい。例えば、図示するように、ＳＯＣ３００は、ＵＥ１０６用
のプログラム命令を実行し得るプロセッサ（単数又は複数）３０２、及び、グラフィック
処理を実行しディスプレイ信号をディスプレイ３６０へ供給し得るディスプレイ回路３０
４を含んでもよい。プロセッサ（単数又は複数）３０２はまた、プロセッサ（単数又は複
数）３０２からアドレスを受信し、そのアドレスをメモリ（例えばメモリ３０６、読み出
し専用メモリ（ＲＯＭ）３５０、ＮＡＮＤフラッシュメモリ３１０）内の領域に変換する
ように構成されていてもよいメモリ管理ユニット（ＭＭＵ）３４０に、及び／又はディス
プレイ回路機構３０４、無線回路機構３３０、コネクタＩ／Ｆ３２０、及び／又はディス
プレイ３６０などの他の回路又はデバイスに結合されてもよい。ＭＭＵ３４０は、メモリ
保護及びページテーブル変換又は設定を実行するように構成されていてもよい。いくつか
の実施形態では、ＭＭＵ３４０はプロセッサ（単数又は複数）３０２の一部として含まれ
てもよい。
【００５０】
　図示するように、ＳＯＣ３００は、ＵＥ１０６の様々な他の回路に接続されてもよい。
例えば、ＵＥ１０６は、（例えばＮＡＮＤフラッシュ３１０を含む）様々なタイプのメモ
リ、（例えばコンピュータシステムと接続するための）コネクタインタフェース３２０、
ディスプレイ３６０、及び（例えばＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、ＮＲ、ＣＤＭＡ２０００、ＢＬ
ＵＥＴＯＯＴＨ（商標）、Ｗｉ－Ｆｉ、ＧＰＳ等のための）無線通信回路を含んでもよい
。ＵＥデバイス１０６は、基地局及び／又は他のデバイスと無線通信を実行するための、
少なくとも１つのアンテナ（例えば３３５ａ）を、及び場合によっては複数のアンテナ（
例えばアンテナ３３５ａ及び３３５ｂによって図示される）を含んでもよい。アンテナ３
３５ａ及び３３５ｂは一例として示されており、ＵＥデバイス１０６はより少ない、又は
より多くのアンテナを含んでもよい。全体として、１つ以上のアンテナを一括してアンテ
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ナ（単数又は複数）３３５と呼ぶ。例えば、ＵＥデバイス１０６は、無線回路３３０を使
用して無線通信を実行するために、アンテナ（単数又は複数）３３５を用いてもよい。上
述のように、いくつかの実施形態において、ＵＥは複数の無線通信標準を用いて無線で通
信するように構成されていてもよい。
【００５１】
　本明細書で更に説明するように、ＵＥ１０６（及び／又は基地局１０２）は、本明細書
で更に詳述されるとおりの、スタンドアローンＮＲ－Ｕ動作のためのページング手順を少
なくともＵＥ１０６が、実施する方法を実施するためのハードウェア及びソフトウェア構
成要素を含んでもよい。よって、いくつかの実施形態では、ＵＥ１０６はスタンドアロー
ンＮＲ－Ｕ動作をサポートしてもよく、また、スタンドアローンＮＲ－Ｕ動作をサポート
するＵＥのページングに関して、システム性能を改善し得るページング手順を実施しても
よい。ＵＥデバイス１０６のプロセッサ（単数又は複数）３０２は、例えばメモリ媒体（
例えば非一時的コンピュータ可読メモリ媒体）に記憶されたプログラム命令を実行するこ
とにより、本明細書に記載される方法の一部、又は全部を実行するように構成されていて
もよい。他の実施形態では、プロセッサ（単数又は複数）３０２は、ＦＰＧＡ（フィール
ドプログラマブルゲートアレイ）、又はＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）などのプログ
ラム可能なハードウェア要素として構成されていてもよい。更に、プロセッサ３０２は、
本明細書に開示される様々な実施形態によるスタンドアローンＮＲ－Ｕ動作のためのペー
ジング手順を実施するために、図３に示されるとおりの他の構成要素と結合されてもよく
、かつ／又は他の構成要素と相互運用されてもよい。具体的には、プロセッサ（単数又は
複数）３０２は、図３に示すように、他の構成要素と結合し、かつ／又は他の構成要素と
相互動作して、ＵＥ１０６がＲＡＴの最適化を求める形で通信するように助長してもよい
。プロセッサ（単数又は複数）３０２はまた、ＵＥ１０６上で動作する様々な他のアプリ
ケーション及び／又はエンドユーザアプリケーションを実行してもよい。
【００５２】
　いくつかの実施形態では、無線回路機構３３０は様々なＲＡＴ規格のそれぞれについて
通信を制御するために専用の別個のコントローラを含んでもよい。例えば、図３に示すよ
うに、無線回路機構３３０は、Ｗｉ－Ｆｉコントローラ３５６、セルラコントローラ（例
えばＬＴＥコントローラ及び／又はＮＲコントローラ）３５２、及びＢＬＵＥＴＯＯＴＨ
（商標）コントローラ３５４を含んでもよく、少なくともいくつかの実施形態では、これ
らのコントローラの１つ以上又は全部は、互いに、かつＳＯＣ３００と（より具体的には
プロセッサ３０２と）通信する、それぞれの集積回路（略してＩＣ又はチップ）として実
装されてもよい。例えば、Ｗｉ－Ｆｉコントローラ３５６がセル－ＩＳＭリンク又はＷＣ
Ｉインタフェースを介してセルラコントローラ３５２と通信してもよく、かつ／又はＢＬ
ＵＥＴＯＯＴＨ（商標）コントローラ３５４がセル－ＩＳＭリンク等を介してセルラコン
トローラ３５２と通信してもよい。無線回路機構３３０内には３つの個別のコントローラ
が示されているが、他の実施形態は、ＵＥデバイス１０６に実施され得る様々な異なるＲ
ＡＴのために、同様のコントローラを、より少なく、又はより多く有する。
　図４－例示的な基地局のブロック図
【００５３】
　図４は、いくつかの実施形態による、例示的な基地局１０２のブロック図を示す。図４
の基地局は、予想される基地局の一例にすぎないことに留意されたい。図に示すように、
基地局１０２は、基地局１０２に対するプログラム命令を実行し得るプロセッサ（単数又
は複数）４０４を含んでもよい。プロセッサ（単数又は複数）４０４は、また、プロセッ
サ（単数又は複数）４０４からアドレスを受信し、そのアドレスをメモリ（例えばメモリ
４６０、及び読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）４５０）内の領域に変換するように構成され
得るメモリ管理ユニット（ＭＭＵ）４４０に、又は他の回路若しくはデバイスに結合され
てもよい。
【００５４】
　基地局１０２は、少なくとも１つのネットワークポート４７０を含んでもよい。ネット
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ワークポート４７０は、電話網に接続するように構成されており、図１及び図２において
上述したように、ＵＥデバイス１０６などの複数のデバイスに、その電話網への接続を提
供してもよい。ネットワークポート４７０（又は追加のネットワークポート）は、更に又
は代替的に、セルラネットワークに、例えばセルラサービスプロバイダのコアネットワー
クに接続するように構成されていてもよい。このコアネットワークは、ＵＥデバイス１０
６などの、複数のデバイスに、移動性に関連するサービス及び／又は他のサービスを提供
することができる。一部の場合には、ネットワークポート４７０は、コアネットワークを
介して電話網に連結することができ、及び／又はコアネットワークは、電話網を提供する
ことができる（例えば、セルラサービスプロバイダによってサービス提供される他のＵＥ
デバイスの中に）。
【００５５】
　基地局１０２は、少なくとも１つのアンテナ４３４を含んでもよく、場合によっては複
数のアンテナを含んでもよい。少なくとも１つのアンテナ４３４が、無線送受信機として
動作するように構成されていてもよく、無線機４３０を介してＵＥデバイス１０６と通信
するように更に構成されていてもよい。アンテナ４３４は、無線機４３０と通信チェーン
４３２を介して通信する。通信チェーン４３２は、受信チェーン、送信チェーン、又はそ
の両方であってもよい。無線機４３０は、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２
０００などを含むがこれらに限定されない、様々な無線遠隔通信規格を介して通信するよ
うに設計されてもよい。基地局１０２がスタンドアローンＮＲ－Ｕ動作のためのページン
グ手順を実施するために、基地局１０２のプロセッサ（単数又は複数）４０４は、本明細
書記載の方法の一部又は全部を、例えばメモリ媒体（例えば非一時的コンピュータ可読メ
モリ媒体）に記憶されたプログラム命令を実行することによって実施するように構成され
ていてもよい。代替として、プロセッサ（単数又は複数）４０４は、ＦＰＧＡ（フィール
ドプログラマブルゲートアレイ）、又はＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）、又はこれら
の組み合わせなどのプログラム可能なハードウェア要素として構成されていてもよい。所
定のＲＡＴ、例えばＷｉ－Ｆｉの場合、基地局１０２はアクセスポイント（ＡＰ）として
設計されてもよく、この場合ネットワークポート４７０は、ワイドエリアネットワーク及
び／又はローカルエリアネットワーク（単数又は複数）への接続を提供するように実装さ
れてもよく、例えば、少なくとも１つのイーサネットポートを含んでもよく、無線機４３
０は、Ｗｉ－Ｆｉ規格に従って通信するように設計されてもよい。本明細書に記載される
様々な実施形態によるスタンドアローン型のＮＲ－Ｕ動作をサポートするＵＥデバイスに
、ページングメッセージを送信する、スタンドアローンＮＲ－Ｕ動作のためのページング
手順を実施するために、基地局１０２は、本明細書に開示される様々な方法に従って動作
してもよい。
　ＤＲＸ通信及び物理チャネル
【００５６】
　無線回路機構において電力を節約するために開発された１つの節電技法は、非連続受信
（又はＤＲＸ）として知られている。ＤＲＸを利用するデバイスでは、受信又は送信され
るべき情報（例えば、パケット）が存在しない場合には、無線回路機構の諸部分は電源を
切られてもよい。無線回路機構は、受信されるべき情報が、存在するかどうかを判定する
ために周期的に電源を入れられ、その後、このような判定が、新しい情報は来信していな
いことを示す場合には、再び電源を切ることができる。ＤＲＸを利用するデバイスは、送
信されたパケット内のヘッダから、その中に包含されている情報が、そのデバイスのため
に来信しているのか否か判断してもよい。情報が、そのデバイスと関係ない場合には、こ
のとき、回路機構はパケットの残りの少なくとも一部分のためには電源を切られ、その後
、次のヘッダの前に電源を入れることができる。ポーリングは、用いられ得る別の技法で
ある。この技法では、デバイスは、受信を待っている情報がいくらか存在するかどうかを
判定するために、アクセスポイント又は基地局へ、ビーコンを周期的に送信してもよい。
受信を待っている情報がない場合には、無線回路機構の諸部分は、次のビーコンが送信さ
れるまで、電源は切られてもよい。情報が、モバイルデバイスによる受信を待っているか
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どうかを判定することに加えて、ＤＲＸモードで動作している際に無線回路機構に電源が
入っている期間中に、隣接セル探索を行うことができる。隣接セル探索は、セル再選択、
及び１つのセルから別のものへのモバイルデバイスのハンドオーバを可能にするために実
行することができる。
【００５７】
　一般に、ＤＲＸは、ＵＭＴＳ（ユニバーサル移動体通信システム）、ＬＴＥ（ロングタ
ームエボリューション）、Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ（ＮＲ又はＮＲ－５Ｇ）、ＷｉＭＡＸなど
のいくつかの無線規格に導入されており、受信又は送信されるパケットがない場合には、
ユーザ機器（ＵＥ）回路機構の大部分をパワーダウンさせ、指定の時刻又は期間にのみ、
ネットワークをリッスンするためにウェイクアップする。ＤＲＸは、接続モード及びアイ
ドルモードを含む様々なネットワーク接続状態で有効化することができる。接続ＤＲＸ（
Ｃ－ＤＲＸ）モードでは、ＵＥは、基地局（ＢＳ）によって決定された指定のパターンに
従ってダウンリンク（ＤＬ）パケットをリッスンする。アイドルＤＲＸ（Ｉ－ＤＲＸ）モ
ードでは、ＵＥは、ＢＳからのページをリッスンして、再びネットワークに入ってアップ
リンク（ＵＬ）タイミングを取得する必要があるか否か判断する。ＤＲＸでは、ＵＥが、
受信又は送信すべきデータが存在しないときにトランシーバ回路機構を短期間オフに切り
替えてから、送信又は受信すべきデータがあるかチェックするために「ウェイクアップと
スリープ」のサイクルを開始することができるので、Ｃ－ＤＲＸモードで動作すると、バ
ッテリ消費を低減させるために役立つ。
【００５８】
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）はＤＬトランスポートチャネルであり、
動的かつ日和見的にユーザに割り当てられる主要なデータ担持チャネルである。ＰＤＳＣ
Ｈは、ＭＡＣ層から物理（ＰＨＹ）層に送信時間間隔（ＴＴＩ）毎に渡される、メディア
アクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＡＣ　ＰＤＵ）に対応するトランスポートブ
ロック（ＴＢ）のデータを搬送する。ＰＤＳＣＨはまた、システム情報ブロック（ＳＩＢ
）やページングメッセージなどのブロードキャスト情報を送信するためにも用いられる。
【００５９】
　物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）は、ダウンリンク制御情報（又はダウン
リンク制御指示子）（ＤＣＩ）メッセージに含まれる、ＵＥに対するリソース割り当てを
搬送するＤＬ制御チャネルである。制御チャネルエレメント（ＣＣＥ）を用いて同一のサ
ブフレームで複数のＰＤＣＣＨを送信することができる。それぞれのＣＣＥは９組のリソ
ースエレメントグループ（ＲＥＧ）として知られるグループからなり、ＲＥＧは４つのリ
ソースエレメントからなる。ＰＤＣＣＨは直交位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）変調を
採用し、各ＲＥＧには４つのＱＰＳＫシンボルがマッピングされる。更に、十分な堅牢性
を確保するために、チャネル条件に応じて、１、２、４、又は８個のＣＣＥをＵＥに使用
することができる。
　セルラ通信におけるページング
【００６０】
　セルラ通信におけるページングとは主に、あるＵＥに対して意図されたデータが存在す
れば、そのＵＥをウェイクアップさせる、無線リソース制御（ＲＲＣ）手順である。ＵＥ
（ＲＲＣアイドル状態に入っていてもよい）は、ダウンリンクデータ、システム情報の変
更、あるいは、異なるセルラ無線アクセス技術（ＲＡＴ）へアクセスを切り替えるためな
どの、複数の理由によってウェイクアップさせることが必要になり得る。ＵＥは、通常、
初期アタッチプロセスの間に、システム情報（ＳＩＢ２）の一部としてページングサイク
ルについて通知される。ＵＥは、ページングサイクルを認識すると、ページングサイクル
の開始時に瞬間的にウェイクアップし、ページングメッセージをチェックし、そのＵＥに
対するページングメッセージが検出されなければ、その後、アイドル状態に戻る。そのＵ
Ｅに対するページングメッセージが検出された場合、ＵＥはＲＲＣ接続確立要求メッセー
ジを発動する。
【００６１】
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　例えば、ＬＴＥ及びＮＲ通信などの、いくつかのセルラ通信では、ＲＮＴＩ（無線ネッ
トワーク一時識別子）を使用して、セル内の接続モードＵＥ、特定の無線チャネル、ペー
ジングの場合にはＵＥのグループ、ｅＮＢ／ｇＮＢによって電力制御が発令されたＵＥの
グループ、ｅＮＢ／ｇＮＢによって全てのＵＥに送信されたシステム情報などを識別／特
定する。いくつかのＲＮＴＩタイプがあり、そのうちの１つはページングＲＮＴＩ（Ｐ－
ＲＮＴＩ）で、ＵＥによってページングの受信のために使用される。Ｐ－ＲＮＴＩは共通
ＲＮＴＩであり、これは、どのＵＥにも明示的には割り当てられていないことを意味する
。ページングメッセージは、通常、ＰＤＣＣＨチャネルによって搬送され、ＰＤＣＣＨチ
ャネルは、ＰＣＨトランスポートチャネルにマッピングされ、ＰＣＨトランスポートチャ
ネルは、ＰＤＳＣＨチャネルにマッピングされる。ページングに関するスケジューリング
情報を担持するＤＣＩ（ダウンリンク制御情報）フォーマットは、共通サーチスペース内
で、ＤＣＩ－１Ａ及びＤＣＩ－１Ｃである。
【００６２】
　更に、通常、固有の国際移動電話加入者識別番号（ＩＭＳＩ）がそれぞれの移動電話加
入者に割り当てられる。加入者識別番号の機密サービスをサポートするために、ビジター
加入者に対して、一時的移動電話加入者識別番号（Ｔ－ＩＭＳＩ）が割り当てられること
がある。ＶＬＲ（ビジターロケーション登録）、ＳＧＳＮ（サービング汎用パケット無線
サービスサポートノード）及びＭＭＥ（モビリティ管理エンティティ）は、割り当てられ
たＴ－ＩＭＳＩを、そのＴ－ＩＭＳＩが割り当てられたＵＥのＩＭＳＩと相関させること
ができなければならない。
【００６３】
　Ｉ－ＤＲＸモードでは、無線通信デバイス（ＵＥ）は、定期的にウェイクアップしてペ
ージングをチェックする。ページングをチェックするとき、ＵＥは、とりわけ、以下の活
動を行ってもよい。
　●ＰＤＣＣＨを復号する。
　●ＰＤＣＣＨを復号した結果としてＰ－ＲＮＴＩが特定された場合は、ＰＤＳＣＨを復
号する。
　●そのＵＥのＴ－ＩＭＳＩがページメッセージにあるかチェックする。
　　■Ｔ－ＩＭＳＩが特定されない場合は、ＤＲＸオフ期間に入る。
　　■が特定された場合は、ＲＲＣ接続手順を開始する。
【００６４】
　上記のシーケンスは、最小システムリソースを用いて、すなわち、メモリ、コア、バス
などを最小限に使用して行われてもよい。この文脈では、特定の機能／シーケンスのため
のシステムリソースとは、一般に、その特定の機能／シーケンスを行うために必要なあら
ゆるハードウェア及び／又はソフトウェアリソースを指す。「ページングなし」の場合、
すなわち、Ｐ－ＲＮＴＩ及び／又はＴ－ＩＭＳＩが検出／特定されない場合には、システ
ムは、最小システムリソースで動作し続けてもよい。例えば、ＰＤＣＣＨの復号には指定
の時間量を要し、場合によっては約２００μｓｅｃであり得る。そのＵＥに対するＰ－Ｒ
ＮＴＩが見つからない場合は、ＵＥは、最小システムリソースが使用される「スリープモ
ード」に入ってもよい。そのＵＥに対するＰ－ＲＮＴＩが見つかった場合は、ＰＤＳＣＨ
を復号するために、更に約７００μｓｅｃを要することがある。そのＵＥに対するＴ－Ｉ
ＭＳＩが見つからない場合には、ＵＥは、「スリープモード」に入ってもよい。しかし、
そのＵＥがページングされると判断された場合（Ｐ－ＲＮＴＩとＴ－ＩＭＳＩの両方が、
復号によって特定された）には、ＵＥは、フルシステムリソースで動作するように切り替
わる。
　ＮＲ－Ｕにおけるページング
【００６５】
　ＬＴＥ及びＮＲなどの主要な通信規格に加えて、一定のセルラネットワークで送信カバ
レッジを拡大することを目的とした拡張も存在する。例えば、免許不要帯域でのＬＴＥ（
ＬＴＥ－Ｕ）及び免許不要帯域でのＮＲでは、多数のＷｉ－Ｆｉデバイスによっても使用
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される免許不要５ＧＨｚ帯で送信を行うことによって、セルラ電話キャリアがそのセルラ
ネットワーク内のカバレッジを拡大することが可能になる。ライセンス補助アクセス（Ｌ
ＡＡ）とは、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）と呼ばれる競合プロトコルを使用して、
Ｗｉ－Ｆｉ帯でのＬＴＥ及びＮＲの動作を標準化することを目的とする類似の技術であり
、同一帯上の他のＷｉ－Ｆｉデバイスとの共存を促進する。
【００６６】
　デバイスの汎用性を高めるために、ＵＥのスタンドアローンＮＲ－Ｕ配備のサポートが
提案されてきている。免許不要帯域におけるＵＥのスタンドアローンＮＲ配備について考
える上で重要な１つの特徴は、ＮＲ－Ｕ帯域でのページング及びページングメッセージ配
信である。いくつかの実施形態では、ＵＥは、ＵＥ能力に基づいて、スタンドアローンＮ
Ｒ－Ｕ動作をサポートするＵＥを示す第１のカテゴリと、スタンドアローンＮＲ－Ｕ動作
をサポートしないＵＥを示す第２のカテゴリとの、２つのカテゴリに分けられてもよい。
換言すれば、あるＵＥは、ＮＲ－Ｕセルにキャンプオンすることができるか、できないか
のどちらかであり得る。現在、コアネットワーク及び基地局（例えば、ｇＮＢ）は、ある
ＵＥがＮＲ－Ｕスタンドアローンセルにキャンプオンすることができるか否かを示す情報
を有していない。ＮＲネットワークでは、ＮＲ－Ｕセルにキャンプオンすることができな
いＵＥをページングする必要はない。ＮＲ－Ｕ帯域で、そのようなＵＥへ、ページングメ
ッセージを配信すると、ＮＲ－Ｕリソースの利用効率が低下する。加えて、ＮＲ－Ｕ帯域
の負荷が大幅に増加して、ＬＢＴチェックの成功の確率が低下することもある。
　ＵＥ能力に基づくページング
【００６７】
　効率的なページングを用いてＮＲ－ＵにおけるＵＥの配備をサポートするために、デバ
イス能力に基づくページング機構を実装してもよい。従って、いくつかの実施形態では、
コアネットワーク（より具体的には、コアアクセス及びモビリティ管理の機能（ＡＭＦ）
）は、ＵＥがＮＲ－Ｕスタンドアローンセル動作をサポートするか否かを示すＵＥ能力情
報を記憶してもよい。コアネットワークは、ネットワーク内の１つ以上のノードに、非ア
クセス層（ＮＡＳ）ページングメッセージの一部として、ＵＥ能力を示してもよい。図５
に示すように、ＡＭＦ５０２は（５０８で）、ＮＡＳページングメッセージ（ＵＥのＩＤ
、及びＵＥがＮＲ－Ｕスタンドアローン動作をサポートするか否かを示す情報を担持する
）を、ノード５０４（例えば、ｇＮＢなどの、次世代無線アクセスネットワーク（ＮＧ－
ＲＡＮ）の基地局であってもよい）に送信してもよい。ＡＭＦ５０２とノード５０４の間
のページングメッセージの送信は、例えばＮＧ－Ｃインタフェースを介するなど、ＲＡＮ
とエボルブドパケットコアの間に確立された相互接続インタフェースを介して行われても
よい。ＵＥがＮＲ－Ｕスタンドアローンセル動作をサポートする場合、ノード５０４は（
５１０で）、ＮＲ－Ｕ帯域上でＵＥ５０６にページングメッセージを送信してもよい。そ
れ以外の場合は、ノード５０４は、ＮＲ－Ｕ帯域上でページングメッセージを送信しなく
てもよい。
【００６８】
　コアネットワーク（例えば、図５のＡＭＦ５０２）がＵＥ能力情報を記憶するためには
、その情報がコアネットワークに提供される必要がある。いくつかの実施形態では、ＵＥ
は、例えば、ＵＥがネットワークにアタッチするときのＲＲＣコネクション確立中などの
ネットワークとの早期の通信段階で、及び／又は後のネットワーク問い合わせ中の時点で
、この能力をネットワークに伝達してもよい。いくつかの実施形態では、ネットワークに
ＵＥ能力情報を記憶するために、ＵＥのこの能力が他の手段を介してネットワークに提供
されてもよい（例えば、プログラムされた情報などとして提供される）。図６に示すよう
に、ＵＥ６０２は（６０８で）、ＵＥがスタンドアローンＮＲ－Ｕ動作をサポートする能
力を有するか否かのインジケーションを、例えば、ＲＲＣ接続確立を介するなどのネット
ワークとの早期の通信段階で、又はネットワーク問い合わせに応じて、基地局／ノード６
０４に送信してもよい。次いで、ノード６０４は（６１０で）、この情報をＡＭＦ６０６
に入力してもよい。
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【００６９】
　上述の手順を、例えば、アイドル状態にあるＵＥをページングするために使用してもよ
い。更にまた、非アクティブ状態にあるＵＥをページングすることを考えてもよい。よっ
て、図７に示すように、いくつかの実施形態では、アンカーノード（例えば、ｇＮＢ）７
０２は、ＵＥがＮＲ－Ｕスタンドアローンセル動作をサポートする能力を有するか否かを
示す情報を記憶してもよく、例えばノード７０４（単純化のために単一ノードが示されて
いる）などのネットワーク内の他のノードに（７０６で）送信されるＲＡＮページングメ
ッセージに、この情報を含ませてもよい。ＲＡＮページングメッセージは更に、ＵＥのＩ
Ｄを含んでもよい。ノード７０２とノード７０４の間のページングメッセージの送信は、
例えばＮＲ－Ｃインタフェースを介するなど、２つのノード（２つの基地局又は２つのｇ
ＮＢ）間に確立された相互接続インタフェースを介して行われてもよい。アンカーノード
７０２及び他のノード（７０４）は、ＮＲ－Ｕスタンドアローンセル動作をサポートする
各ＵＥに対して、対応するページングメッセージをＮＲ－Ｕ帯域上で送信してもよい。ア
ンカーノード７０２及び他のノード７０４は、ＮＲ－Ｕスタンドアローン動作をサポート
していないＵＥに対しては、対応するページングメッセージをＮＲ－Ｕ帯域上で送信しな
い。いくつかの実施形態では、アンカーノード８０２は、図７に示すようにＲＡＮページ
ングメッセージを送信する代わりに、図８に示すように、ＲＡＮベース通知エリア（ＲＮ
Ａ）内のページングセル／周波数リストをＵＥ能力に基づいて決定してもよく、（８０６
で）ページングメッセージをセル／周波数リストと共に他のノード８０４に転送してもよ
い。次いで他のノード８０４は、それに従って、ページングメッセージを送信してもよい
。アンカーノード（例えば、ノード７０２及び８０２）がＵＥ能力情報を取得するために
、その情報が、例えば図９に示されるようにアンカーノードに提供されてもよい。図９に
示すように、ＵＥ９０２は（９０６で）、ＵＥの無線能力を示す情報（ＵＥがＮＲ－Ｕス
タンドアローン動作をサポートする能力を有するか否かを示す）を、アンカーノード９０
４に送信してもよい。アイドルモードページングに関して前述したように、ＵＥは、例え
ば、ＵＥがネットワークにアタッチするときのＲＲＣコネクション確立中などのネットワ
ークとの早期の通信段階で、及び／又はネットワーク問い合わせに応じて、このインジケ
ーションをネットワークに提供してもよい。
　スタンドアローンＮＲ－Ｕページング
【００７０】
　上述のように、ネットワークは、ＵＥがスタンドアローンＮＲ－Ｕ動作をサポートする
能力を有するか否かを示す情報を提供してもよく、ネットワークは、それに応じてページ
ングメッセージを発行してもよい。
【００７１】
　現在、サブ６ＧＨｚのＮＲシステムは、ＬＴＥにおける類似システムと同じページング
手順に従うことがある。ＬＴＥでは、ページング時機は、国際移動電話加入者識別番号（
ＩＭＳＩ）に基づいて計算／決定される。セル内の全てのユーザを考慮すると、基地局（
例えば、ｅＮＢ）によって、又は基地局から、ＬＴＥシステム内で確立／決定された複数
のページング時機が存在し得る。ページングメッセージは、通常は小さく、ページング時
機は、一般に、ＵＥ－ＩＤ（ＩＭＳＩ）に基づいて全てのページングサイクルにわたって
分散される。各ＵＥは、図１０の図表１０００に示すように、所与のどのページングサイ
クル内にも、正確に１つのページングフレーム（１０ｍｓ）を有してもよい。図表１００
０は、利用可能なリソースブロック（ＲＢ）にわたってページングフレームがどのように
分布され得るかを示し、水平軸はシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を表し、垂直軸はＲＢ
番号（ＲＢＮ）を表す。通常の計算によれば、Ｐａｇｉｎｇ　Ｆｒａｍｅ＝ＳＦＮ　ｍｏ
ｄ　Ｔ＝（Ｔ／Ｎ）×（ＵＥ　ＩＤ　ｍｏｄ　Ｎ）であり、ネットワークノード（例えば
ｅＮＢ又はｇＮＢ）の観点からは、全てのフレームは可能性のあるページングフレームで
あり得る。ページングフレームは、４つ以下のページング時機（例えば、ページングメッ
セージを担持し得る４つのサブフレーム）に対応するか、又はそれを含んでもよいが、普
通は、ＳＩＢ－２を介して単一のページング時機を設定する。
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【００７２】
　スタンドアローン免許不要帯域（ＮＲ－Ｕ）では、１つのページングサイクルにわたっ
てページングメッセージを分散させることは、システム効率を大幅に低下させ、かつ／又
は損なうことがあるため、効率的ではない。換言すれば、複数の小さいパケットを長期間
にわたって分散させると、ＮＲ－Ｕ帯域の効率を損なう場合がある。例えば、リッスンビ
フォアトーク（ＬＢＴ）手順の観点からは、全てのページングＤＲＸサイクルにわたって
ページングを分散させると、帯域全体にわたって高いトラフィックがもたらされ、これは
、サービス中のＮＲ－Ｕ、他のＮＲ－Ｕセル、並びに帯域内のＷｉ－Ｆｉアクセスポイン
トに対して、より高いＬＢＴ障害をもたらす。ＮＲ－Ｕ時分割複信（ＴＤＤ）システムで
は、ノード（例えば、ｇＮＢ）がページングメッセージを送信しているときには、ＵＬ送
信を送信するのが不可能なことがある。図１１は、複数のフレームに関する、ネットワー
クノード（例えば、ｅＮＢ／ｇＮＢ）の観点からの可能性のあるＰＯ（ページング時機）
を示す図表１１００である。
【００７３】
　自律的アップリンクスケジューリング（ＡＵＬ）では、ネットワークは、ＡＵＬが可能
なサブフレームのビットマスクを提供する。帯域全体にわたってページングが分散すると
きは、ネットワークは、ＡＵＬサブフレームビットマスクを割り当てる前に、ページング
目的の可能性のあるダウンリンクサブフレームを考慮しなければならない。これについて
は、図１２の図表１２００及び図表１２５０によって示されている。図表１２００に示す
ＰＯについて考えると、図表１２５０に示されるＡＵＬビットマスク（４０ビットマスク
であってもよい）では、そのＰＯを考慮する必要がある。
【００７４】
　このようなページング方法は更に、アップリンク連続マルチサブフレーム送信に伴う性
能問題をもたらすことがある。これについては、図１３の図表１３００及び１３５０で示
されている。図表１２００と同様に、図表１３００は、ネットワークノード（例えば、ｅ
ＮＢ／ｇＮＢ）の観点からのＰＯを示す。ページング時機に起因して、図表１３５０に示
されたＵＬ許可に続いて更にＵＬデータ送信を延長させることはできない。ＵＬ通信は、
一般に、ＵＬ許可の送信、後続のＵＬデータ送信、及び対応する応答確認（ＡＣＫ）の、
少なくとも３つの送信を含むことに留意されたい。
【００７５】
　これらの性能問題の少なくともいくつかは、正確なサブフレームベースのページング時
機（ＰＯ）の代わりに「ページングウィンドウ」が使用される、ウィンドウベースの手法
に合わせてＰＯサブフレームを拡張することによって緩和され得る。図１４に示すように
、図表１４００に示されるサブフレームベースのＰＯは、図表１４５０に示されるウィン
ドウベースのＰＯと置き換えられてもよい。図表１４５０に示すように、異なる陰影付き
の領域はそれぞれ、１つのページングウィンドウを表す。あるＵＥに対するＰＯが所与の
ウィンドウの間に発生してもよく、そのウィンドウは、そのＵＥによって監視されてもよ
い。そのＵＥに対するページングメッセージがそのウィンドウの間に送信されない場合、
ＵＥは、ページングメッセージが欠如しているということを、そのＵＥに対して意図され
たページングがないということと解釈してもよく、それに応じて動作してもよい。
【００７６】
　ウィンドウベースのページング手順のより詳細な説明を、図１５の図表１５００に示す
。図表１５００に示すように、ＮＲ－Ｕ帯域内で動作しているＵＥに対するＮＲ－Ｕペー
ジングメッセージは、複数のそれぞれのページングウィンドウの間に送信されてもよく、
各ページングウィンドウは特定のＵＥに対応する。
【００７７】
　さらなる柔軟性をもたらし、電力を節約し、システム効率を向上させるために、新規の
ウィンドウベースのページング手法を画定し得る。いくつかの実施形態では、図１５の図
表１５５０に示すように、ＮＲ－Ｕ帯域内で動作しているＵＥに対するＮＲ－Ｕページン
グメッセージは、ＵＥのＩＤとは無関係な固定されたページングウィンドウの間に送信さ
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れてもよい。換言すれば、図表１５５０に示すように、ＵＥ固有のウィンドウはセル固有
のウィンドウに置き換えられてもよく、全てのＵＥが、その指定されたウィンドウ内にペ
ージングメッセージを受信してもよい。ウィンドウは、ページングメッセージを受信する
ように意図されて（又は受信するように目標化されて）おり、かつ、現在そのセルのカバ
レッジ領域のＮＲ－Ｕ帯域で動作している全てのＵＥに、所与のセルがページングメッセ
ージを送信する、選定されたウィンドウであり得る限りは、セル固有であるとみなされて
もよい。例えば、あるセル／セクタのためのページングウィンドウは、ＳＦＮ　ｍｏｄ　
ＤＲＸ　Ｃｙｃｌｅ＝０（又はＮ）によってページングウィンドウに設定されてもよい。
図表１５５０のタイムラインには単一のセル固有のページングウィンドウのみが示されて
いるが、一部の実施形態では、所与の期間内に複数のセル固有のページングウィンドウが
、実施されてもよいことに留意されたい。この手法はシステム効率を改善するが、各ＵＥ
は依然として、セル固有のページングウィンドウ全体について（そのウィンドウの間）、
Ｐ－ＲＮＴＩを復号する必要があるので、依然としてＵＥは、電力に関する不利益を受け
る。
【００７８】
　従って、電力消費を減少させるために、あるセルの中で基地局（例えば、ｇＮＢ）が特
定のＤＲＸサイクル内にページングを送信する必要がない場合には、ｇＮＢは、まずＬＢ
Ｔチェックを通過したときに必ず、ページングを送信しないことを全てのＵＥに通知して
、ＵＥが、Ｐ－ＲＮＴＩの復号を停止してスリープモード（アイドル状態）に入れるよう
にしてもよい。ｇＮＢは、空白のページングメッセージ、又は特定のダウンリンク制御情
報（ＤＣＩ）を介して、ページングがないことを示すメッセージをＵＥに提供してもよい
。ｇＮＢは、ページングメッセージを送信する場合には、最後のページング情報エレメン
ト（ＩＥ）を送信した後に、現在のＤＲＸサイクルの中で「ページング終了（ＥＯＰ）」
インジケーションを提供してもよい。ＥＯＰインジケーションは、ページングメッセージ
を受信せずにスリープモード（例えば、アイドル状態又は非アクティブ状態）に入ったＵ
Ｅによって使用されてもよい。
【００７９】
　ページングメッセージが意図されている、セルのカバレッジ領域内の全てのＵＥへのペ
ージングメッセージが、単一の（時間）ウィンドウの間に送信されるので、複数のＵＥが
同じ期間中にページングメッセージを受信することがあり、あるＤＲＸサイクル内に２つ
以上のＵＥがページングメッセージを受信する場合には、ランダムアクセス衝突の時機が
増加することがある。これに対処するために、例えばマシンタイプ（ＭＴ）ＲＲＣ接続な
どの、ある一定の場合には、ＵＥは、ＲＡＣＨ手順を開始する前に、バックオフ（後退）
機構に従ってもよい。よって、いくつかの実施形態では、ＵＥは、例えば０～１００ｍｓ
のランダムな時間値を取得して、その取得した時間値を使用してタイマーを開始してもよ
い。いくつかの実施形態では、タイマーは、ページングウィンドウの最後、又はＥＯＰイ
ンジケーションを受信したときに開始してもよく、他の実施形態では、タイマーは、ＵＥ
がそのＵＥのＩＤを含むページングメッセージを受信した直後に開始してもよい。タイマ
ーが終了すれば、すなわち、取得したランダムな時間値によって画定される指定の長さの
期間が経過すれば、ＵＥはＲＡＣＨ手順を開始してもよい。
【００８０】
　上述のセル固有のページングウィンドウ手順を実施したときに、システムがいくつのＵ
Ｅを収容できるかを示すために、ＬＴＥシステムに基づく負荷分析推定を行ってもよい。
例えば、フル帯域幅の送信では、２０ＭＨｚのシステム帯域と、ＱＰＳＫ変調と、１つの
ＵＥ当たり６バイトの典型的なページングメッセージサイズとを用いて、１００リソース
ブロック（ＲＢ）について３４９バイトの最低トランスポートブロック（ＴＢ）サイズの
場合、１ｍｓ内の可能なページの数は３４９／６であり、すなわち、約５８個のＵＥに対
応する。ＬＢＴ後に４ｍｓの送信を仮定すると、４ｍｓ内の可能性のあるページの数は、
約２３２個のＵＥに対応し得る。各ＵＥが平均して１５分毎に一度ページングされると仮
定すると、システムが収容し得るＵＥの数は、約１６３，１２５であり得る。この数は、
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ＱＰＳＫを用いる場合でも、ネットワークがより大きなトランスポートブロックサイズを
選択すれば、それにつれて、更に増加し得る。
【００８１】
　２０％帯域幅を利用する場合には、２０リソースブロック（ＲＢ）について６７バイト
の最低ＴＢサイズの場合は、１ｍｓ内の可能性のあるページの数は６７／６であり、すな
わち、約１１個のＵＥに対応する。ＬＢＴ後に４ｍｓの送信を仮定すると、４ｍｓ内の可
能性のあるページの数は、約４４個のＵＥに対応し得る。各ＵＥが平均して１５分毎に一
度ページングされると仮定すると、システムが収容し得るＵＥの数は、約３０，９３７で
あり得る。観察からわかるとおり、ページングレイテンシーの増加はなく、また、一般的
なＮＲページングレイテンシーは、０からページングＤＲＸサイクル長の間で可変である
。
　セル特定ページングウィンドウモデルのトポロジーバランスの考慮
【００８２】
　５．９ＧＨｚ帯などの免許不要帯は、スモールセルとして（例えば、５００メートル未
満のカバレッジ半径で）配備され得る。あるページングエリアに配備されるスモールセル
の数が限られている場合は、ページング負荷に関する問題は存在しないことがある。例え
ば、標準的な要免許ＮＲセル配備とスタンドアローンＮＲ－Ｕ配備の両方を含む場合など
、ページングエリアが比較的大きい場合には、ネットワークは、好ましくは、セル固有の
ページングウィンドウモデルとは逆に、ＵＥ固有のページングウィンドウモデルに従って
動作してもよい。ネットワークは、そのセル内にどのページングモデルが配備されるかを
、例えばＳＩＢ－１を介して、ＵＥに通知してもよい。ＵＥは、要免許セルと免許不要セ
ルのどちらで動作しているかに基づいて、ページング方式を適応的に選択してもよい。プ
ライマリセル（ＰＣｅｌｌ）が要免許である場合は、ＵＥ固有のページングウィンドウモ
デル（手順又はサイクル）に従ってもよい。一方、ＰＣｅｌｌが免許不要である場合、Ｕ
Ｅは、デフォルトでセル固有のページングウィンドウモデル（手順又はサイクル）に従っ
て動作してもよい。その場合、ＵＥは、ネットワークによって、例えばＳＩＢを介して明
示的に指示されたときに、ＵＥ固有のページングウィンドウモデル（手順又はサイクル）
に従って動作してもよい。
　ページングフォーマット
【００８３】
　ページングメッセージは分割されてはならない。ＲＲＣ／ＭＡＣは、時間及び周波数の
ダイバーシティを改善するために、１つのページングウィンドウ内の複数のページングメ
ッセージの中で、ＵＥのうち（少なくとも）一部に対してページングを繰り返すことを選
んでもよい。ＵＥは、そのＵＥに向けられたページングメッセージを少なくとも１つ検出
した場合は、（セル固有の）ページングウィンドウ内で更なるページング時機の監視を停
止してもよい。（セルのカバレッジ領域内でページングメッセージを受信するようになっ
ている）全てのＵＥに対するページングメッセージが、セル固有のページングウィンドウ
内に統合されるため、ＴＴＩ当たりのページングメッセージサイズが増大することがある
。
【００８４】
　図１６は、いくつかの実施形態による、フレーム内のＴＴＩ内で１つのＴＢを使用して
、セル固有のページングウィンドウの間にページングメッセージを送信するためのページ
ングフォーマットを示す図表１６００である。図１６に示すように、図表１６００の行は
リソースブロック（ＲＢ）を表し、列は送信時間間隔（ＴＴＩ）を表す。図表１６００に
示すように、１つのＴＴＩ内で１つのトランスポートブロック（単一の色で表される）を
ページングのために使用してもよい。（ネットワーク）ＲＲＣは、ＴＴＩ毎に１つのペー
ジングメッセージを（ネットワーク）ＭＡＣに提供してもよい。
【００８５】
　（ページングメッセージが上述のように統合されていることを考慮すれば）ページング
受信の信頼性を高めるためには、ネットワークは、１つのＴＴＩ内で複数のページングＴ
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Ｂを使用してもよい。図１７は、いくつかの実施形態による、フレーム内の１つのＴＴＩ
内で複数のＴＢを使用して、セル固有のページングウィンドウの間にページングメッセー
ジを送信するためのページングフォーマットを示す図表１７００である。図表１６００と
同様に、図表１７００の行はＲＢを表し、列はＴＴＩを表す。図１７に示すように、１つ
のＴＴＩ内で、複数のＴＢ（それぞれ異なる濃さの色で表される）をページングのために
使用してもよい。（ネットワーク）ＲＲＣは、ＭＡＣの提供するＴＢサイズに基づいて、
ＴＴＩ毎に（ネットワーク）ＭＡＣに複数のページングメッセージを提供してもよい。
　追加の考慮事項
【００８６】
　スタンドアローンＮＲ－Ｕページングに関して以下の考慮事項を考慮してもよい。
【００８７】
　セルノード（例えば、ｇＮＢ）が、ＵＥに、そのＵＥに対してページングが、意図され
ないか送信されないことを（上記で詳述したセル固有のページングウィンドウ手順を参照
して）明示的に通知しようとしていない場合、ＵＥはＬＢＴ手順を行ってもよく、また、
セル固有のページングウィンドウの最初のサブフレーム全体の中で、送信が検出されなか
った場合、ＵＥは、現在のＤＲＸサイクルの中でページングメッセージが送信されていな
いという仮定の下で動作し続けてもよい。ＵＥは、セル固有のページングウィンドウ（又
は、セル固有のページング時機）を認識しているかもしれないため、それらのＵＥは、Ａ
ＵＬの設定にかかわらず、セル固有のページングウィンドウの最初のサブフレームの間に
送信を行わないことがある。従って、ｇＮＢもまた、セル固有のページングウィンドウの
最初のサブフレームで非ページングデータを送信しないことがある。
【００８８】
　ＮＲ－Ｕ配備においてＵＥ固有のページングサイクルが保持される場合であっても、ペ
ージングウィンドウが使用されてもよい。ＵＥの電力消費を低減させるために、ＵＥが１
つの送信時間間隔（ＴＴＩ）内にページング手順を完了し、スリープモードに入ることが
好ましいことがある。ＵＥは、ＬＢＴ手順を行ってもよく、最初の２つのシンボル内で送
信が検出されなかった場合、ＵＥは、現在のＤＲＸサイクルの中に、そのＵＥに対して、
意図されたか送信されたページングメッセージがなかったという仮定の下で動作し続けて
もよい。そのような動作は、隠れノードの問題によって影響されることがあるので、ｇＮ
Ｂは、選択的セルに関するシステム情報を通してこの手順を可能にすることを選んでもよ
い。アイドルモードでのＵＥの電力消費は、標準のＮＲシステム内での動作と対比すると
、「ページングウィンドウ」の間に使用される電力によってのみ増加し得る。システムＬ
ＢＴ機構の全体は影響を受けないことがある。
【００８９】
　ＵＥ固有のページングサイクルが、ＮＲ－Ｕ配備で保持されていてもページングウィン
ドウが使用される場合には、ページングウィンドウの開始点及び終了点は、以下のように
選択／選定されてもよい。ＵＥ固有のページング時機は、それが標準的な要免許ＮＲシス
テム内にあるとして計算されてもよい。計算されたページング時機は、次いで、サーチス
ペースブロックフレーム（ＳＳ－ブロックフレーム）の直近のより早い開始位置に基づい
て調整されてもよい。例えば、新しいページングフレームは、Ｎｅｗ　Ｐａｇｉｎｇ　Ｆ
ｒａｍｅ＝（ＰＯ　Ｆｒａｍｅ　ＳＦＮ）－（（ＰＯ　Ｆｒａｍｅ　ＳＦＮ）Ｍｏｄ（Ｓ
ＳＢ－Ｐｅｒｉｏｄｉｃｉｔｙ＿ｏｆ＿Ｓｅｒｖｉｎｇ＿Ｃｅｌｌ））として確立されて
もよく、ここでＳＳＢは同期信号ブロック（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｓｉｇｎ
ａｌ　Ｂｌｏｃｋ）を指す。次いで、新しいページング時機の開始点は、Ｎｅｗ　Ｐａｇ
ｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎ　Ｓｔａｒｔ　Ｐｏｉｎｔ　＝　Ｎｅｗ　Ｐａｇｉｎｇ　Ｆｒ
ａｍｅ＋Ｏｆｆｓｅｔとして確立されてもよく、ここでオフセットは、いくつかの実施形
態では、例えば０ｍｓ～５ｍｓのいずれかなどの、ある値の範囲から得られる指定の値を
有し得る。オフセット値は、ＵＥがページングに遅れずに同期手順を完了できるように考
慮されてもよい。例えば、５ｍｓのオフセットで、ＵＥは、ページングを受信する前に同
期手順を完了することが可能であり得る。新しいページング時機の終了点は、Ｎｅｗ　Ｐ
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として確立されてもよい。これは、ＳＳＢフレームでのページングメッセージを統合して
もよい。また、ＥＯＰの考え方（前述）を使用してもよく、使用しない場合は、ネットワ
ークが、全ての可能性のあるページングウィンドウ内で、全てのＵＥに対してＥＯＰイン
ジケーションを送信する必要があり得ることに留意されたい。ここでも、アイドルモード
でのＵＥ電力消費は、標準の要免許ＮＲシステム内での動作と対比すると、「ページング
ウィンドウ」の間に使用される電力によってのみ増加し得る。更に、この選択プロセスは
システムのＬＢＴ機構全体を改善し、また、上述した電力使用量低減技術と組み合わせて
、全体的なＵＥ電力消費を低減させることもできる。
【００９０】
　本発明の実施形態は、様々な形態のいずれかで実現されてもよい。例えば、いくつかの
実施形態では、本発明はコンピュータに実行される方法、コンピュータ可読メモリ媒体、
又はコンピュータシステムとして実現されてもよい。他の実施形態では、本発明は、ＡＳ
ＩＣなどの、１つ以上のカスタム設計されたハードウェアデバイスを使用して実現するこ
とができる。他の実施形態では、本発明は、ＦＰＧＡなどの、１つ以上のプログラム可能
なハードウェア要素を使用して実現することができる。
【００９１】
　いくつかの実施形態では、非一時的コンピュータ可読メモリ媒体（例えば非一時的記憶
要素）は、プログラム命令及び／又はデータを記憶し、プログラム命令は、コンピュータ
システムによって実行されたときに、そのコンピュータシステムに方法を、例えば、本明
細書で説明した方法実施形態のいずれか、又は本明細書で説明した方法実施形態の任意の
組み合わせ、又は本明細書で説明した方法実施形態の、いずれかの任意のサブセット、又
はそのようなサブセットの任意の組み合わせ、を実行させるように構成されていてもよい
。
【００９２】
　いくつかの実施形態では、デバイス（例えばＵＥ）は、プロセッサ（又はプロセッサの
セット）及びメモリ媒体（又はメモリ要素）を含むように構成されていてもよく、メモリ
媒体はプログラム命令を記憶し、プロセッサは、メモリ媒体からプログラム命令を読み出
して実行するように構成されており、プログラム命令は本明細書で説明した様々な方法実
施形態のいずれか（若しくは本明細書で説明した方法実施形態の任意の組み合わせ、又は
本明細書で説明した方法実施形態のいずれかの任意のサブセット、又はそのようなサブセ
ットの任意の組み合わせ）を実施するために実行可能である。デバイスは、様々な形態の
いずれかで実現されてもよい。
【００９３】
　上述の実施形態は、十分に詳細に記載されているが、上述の開示が十分に理解されれば
、当業者には数多くの変形形態及び修正形態が明らかとなるであろう。以下の特許請求の
範囲は、そのような変形形態及び修正形態の全てを包含すると解釈されることを意図して
いる。
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